
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
を
展
開
し
暴
力
革
命
を
目
指
す
過
激
派
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１ 

過
激
派
の
誕
生

　

昭
和
三
〇
年
代
初
頭
、路
線
対
立
等
の
理
由
か
ら
、

日
本
共
産
党
を
除
名
さ
れ
た
り
、
離
党
し
た
者
が
中

心
と
な
っ
て
、
日
本
共
産
党
に
代
わ
っ
て
、
我
が
国

で
暴
力
に
よ
り
共
産
主
義
革
命
を
起
こ
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
集
団
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
過
激
派

で
す
。

　

日
本
共
産
党
が
、
そ
れ
ま
で
採
っ
て
い
た
武
装
闘

争
を
「
極
左
冒
険
主
義
」
と
自
己
批
判
し
、
三
○
年

七
月
の
第
六
回
全
国
協
議
会
（
六
全
協
）
で
戦
術
転

換
を
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
武
装
闘
争
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
学
生
党
員
等
の
間
で
指
導
部
へ
の
不
信
感
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
共
産
主
義
者
の
間

で
絶
対
的
存
在
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
す
る
批

判
が
そ
の
死
後
に
高
ま
っ
た
り
、
ソ
連
が
同
じ
共
産

圏
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
武
力
介

入
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
既
存
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
に
対
す
る
懐
疑
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
対
立
し

て
暗
殺
さ
れ
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
を
再
評
価
す
る
動
き
が

国
内
で
高
ま
り
、
彼
の
思
想
で
あ
る
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム

を
研
究
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
革
命
の
実
現
を
目
指
す

元
共
産
党
員
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
三
二
年
一
月
、

日
本
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
連
盟
を
結
成
し
、
同
年
一
二
月

に
は
革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟
（
以
下
「
革
共
同
」

と
い
う
。）
と
改
称
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
過

激
派
の
二
大
勢
力
で
あ
る
革
マ
ル
派
と
中
核
派
の
母

体
で
す
。

　

ま
た
、
二
三
年
九
月
に
日
本
共
産
党
の
指
導
下
に

結
成
さ
れ
た
学
生
組
織
で
あ
る
全
日
本
学
生
自
治
会

総
連
合
（
以
下
「
全
学
連
」
と
い
う
。）
は
、
日
本

共
産
党
の
路
線
変
更
や
、
消
極
的
な
指
導
方
針
に
不

信
と
不
満
を
抱
き
、
三
三
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
全

学
連
第
一
一
回
大
会
で
は
、
日
本
共
産
党
指
導
部
に

反
旗
を
翻
す
全
学
連
主
流
派
と
、
日
本
共
産
党
指
導

部
に
従
う
反
主
流
派
が
激
し
く
対
立
し
、そ
の
後
、大

量
の
学
生
党
員
が
除
名
等
の
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
全
学
連
主
流
派
は
、
完
全
に
日
本

共
産
党
の
指
導
か
ら
離
脱
し
、
同
年
一
二
月
、
独
自

に
共
産
主
義
者
同
盟
（
以
下
「
共
産
同
」
と
い
う
。）

を
結
成
す
る
と
と
も
に
、
三
五
年
四
月
に
は
全
学
連

も
共
産
同
系
全
学
連
と
日
本
共
産
党
系
全
学
連
に
分

裂
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
共
産
同
系
各
派
の
母

体
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
日
本
共
産
党
が
中
国
共
産
党
と
の
関

係
を
断
絶
し
た
時
期
に
除
名
、
離
党
し
た
党
員
ら
が

中
心
に
な
っ
て
結
成
し
た
親
中
共
派
や
日
本
共
産
党

の
綱
領
論
争
の
過
程
で
離
党
し
た
党
員
ら
が
結
成
し

た
構
造
改
革
派
、
社
会
党
の
青
年
組
織
で
あ
る
社
会

主
義
青
年
同
盟
（
以
下
「
社
青
同
」
と
い
う
。）
に

入
り
込
ん
だ
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
集
団
が
後
に
組
織
を

乗
っ
取
る
形
で
独
立
し
た
革
命
的
労
働
者
協
会
（
以

下
「
革
労
協
」
と
い
う
。）
等
が
誕
生
し
、
現
在
の

過
激
派
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
過
激
派
各
派
は
、
続
く
「
六
〇
年
安
保

闘
争
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

２ 

六
〇
年
、
七
〇
年
安
保
闘
争

一　
六
〇
年
安
保
闘
争
と
過
激
派
の
暴
走

　
「
安
保
闘
争
」
と
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
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改
定
等
に
反
対
し
て
取
り
組
ま
れ
た
闘
争
で
、社
会
・

共
産
の
両
党
や
総
評
等
の
労
組
が
中
心
と
な
っ
て
全

国
的
に
展
開
さ
れ
た
社
会
運
動
で
し
た
。

　

そ
の
山
場
は
、
昭
和
三
五
年
と
四
五
年
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
西
暦
の
末
尾
を
取
っ
て
「
六
〇
年
安
保
闘

争
」、「
七
〇
年
安
保
闘
争
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
六
〇
年
安
保
闘
争
」
は
、
三
四
年
三
月
、
日
米

安
保
条
約
の
改
定
交
渉
が
本
格
化
す
る
中
で
、
日
本

社
会
党
、
総
評
等
に
よ
る
「
安
保
条
約
改
定
阻
止
国

民
会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
た
も

の
で
、
三
四
年
四
月
か
ら
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
過
激
派
は
、
同
会
議
の
集
会
、
デ

モ
等
の
大
衆
行
動
に
介
入
し
、
暴
力
的
な
行
動
を
煽せ

ん

動
す
る
な
ど
し
て
、
我
が
国
の
治
安
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
特
に
、
共
産
同
系
の
全
学
連
は
、

共
産
主
義
革
命
の
理
論
に
は
必
ず
し
も
賛
同
し
な

い
一
般
の
学
生
に
対
す
る
働
き
掛
け
を
強
め
、「
反

安
保
」
を
軸
に
結
集
を
図
り
、
自
ら
の
も
く
ろ
み
で

あ
る
革
命
情
勢
を
作
り
出
す
た
め
に
、
過
激
な
行
動

へ
と
駆
り
立
て
、
国
会
周
辺
は
連
日
数
千
か
ら
数
万

の
デ
モ
隊
が
押
し
寄
せ
る
状
態
と
な
り
ま
し
た
。　

そ
の
例
と
し
て
、「
国
会
構
内
乱
入
事
件
」（
三
四
年

一
一
月
）、「
国
会
請
願
デ

モ
事
件
」（
三
五
年

四
月
）、「
首
相
官
邸

乱
入
事
件
」（
三
五

年
五
月
、
六
月
）
等

の
事
件
を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
件
で
は
、
共
産

同
系
全
学
連
は
、
角

材
や
石
塊
で
武
装

し
、
警
備
に
当
た
っ

て
い
た
警
察
部
隊
と

激
し
い
衝
突
を
繰
り

返
し
、
双
方
に
多
数

の
負
傷
者
を
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
新
安
保
条
約
の
批
准
成
立
を
目
前

に
控
え
た
三
五
年
六
月
一
五
日
に
は
、「
安
保
決
戦
」

を
叫
ん
で
、
再
び
国
会
構
内
へ
乱
入
し
、
つ
い
に
女

子
学
生
一
人
が
死
亡
す
る
事
態
に
至
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
過
激
な
反
対
行
動
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
安
保
条
約
は
、
同
年
六
月
二
三
日
に
日

米
両
政
府
が
批
准
書
を
交
換
し
発
効
、
当
時
の
岸
首

相
は
こ
れ
を
も
っ
て
退
陣
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
反
対
勢
力
各
派
は
闘
争
目
標
を
失
い
、「
六

〇
年
安
保
闘
争
」
は
急
速
に
沈
静
化
し
ま
し
た
。

　

共
産
同
は
こ
の
闘
争
の
指
導
責
任
を
め
ぐ
っ
て
内

部
分
裂
に
陥
り
、
組
織
は
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、革
共
同
は
、三
三
年
八
月
と
三
四
年
八
月
の

二
回
に
わ
た
り
、
路
線
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立
か
ら

分
裂
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
五
年
九
月
に

は
、
崩
壊
し
た
共
産
同
か
ら
多
数
の
有
力
活
動
家
が

合
流
し
、
勢
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
八

年
二
月
、
再
び
路
線
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
か
ら
分
裂

し
、
こ
こ
に
革
マ
ル
派
と
中
核
派
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

過
激
派
は
、「
六
〇
年
安
保
闘
争
」
以
降
、
大
衆

を
広
く
引
き
つ
け
る
闘
争
課
題
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
同
闘
争
で
大
量
の
検
挙
者
を
出
し
た
り
、
組
織

が
分
裂
し
た
た
め
、
組
織
の
建
て
直
し
を
図
り
ま
し

た
。

「国会構内乱入事件」(昭和34年11月27日、東京）（PANA）
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二　
七
〇
年
安
保
闘
争
を
主
導
し
た
過
激
派

　

昭
和
四
一
年
九
月
、
い
っ
た
ん
は
崩
壊
し
た
共
産

同
が
紆
余
曲
折
を
経
て
再
建
に
こ
ぎ
着
け
た
の
に
続

き
、
同
年
一
二
月
に
は
、
中
核
派
、
社
学
同
、
社
青

同
解
放
派
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
派
系
全
学
連
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
過
激
派
は
、
四
五
年
六
月
に
安
保

条
約
が
再
び
延
長
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
七

〇
年
安
保
闘
争
」
を
主
要
な
闘
争
課
題
に
据
え
た
ほ

か
、
戦
後
米
国
の
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
沖
縄
の

本
土
復
帰
を
求
め
る
運
動
に
介
入
し
、
両
者
を
絡
め

た
「
安
保
・
沖
縄
闘
争
」
を
掲
げ
て
、「
六
〇
年
安

保
闘
争
」
時
の
高
揚
を
再
現
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
み

ま
し
た
。

　

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
過
激
派
は
、
四
二
年
一
〇

月
と
一
一
月
に
、
佐
藤
首
相
の
外
遊
を
阻
止
す
る
た

め
、
羽
田
空
港
周
辺
を
混
乱
に
陥
れ
る
こ
と
を
画
策

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
覆
面
姿
に
角
材
、
石
塊
で
武
装

し
た
活
動
家
多
数
を
動
員
し
、
警
備
に
当
た
っ
て
い

た
警
察
部
隊
に
組
織
的
、
計
画
的
な
攻
撃
を
加
え
、

双
方
に
多
数
の
負
傷
者
を
出
す
と
と
も
に
、
空
港
ロ

ビ
ー
等
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
四
三
年
一
月
の
「
米
原
子
力
空
母
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
阻
止
闘
争
」、
同
年
二
月
か
ら

四
月
の
「
米
軍
王
子
野
戦
病
院
開
設
阻
止
闘
争
」
等
、

当
時
激
化
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
伴
う
反
戦
闘

争
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

反
対
す
る
各
種
労
組
、
市
民
団
体
等
の
呼
び
掛
け
に

よ
る
「
国
際
反
戦
デ
ー
統
一
行
動
」
で
、
過
激
派
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
激
し
い
闘
争
形
態
を
と
り
、
特
に

新
宿
駅
で
は
駅
構
内
に
侵
入
し
て
関
係
施
設
を
破
壊

し
、
騒
ぎ
で
集
ま
っ
た
群
衆
を
も
巻
き
込
ん
で
周
辺

は
大
混
乱
に
陥
っ
た
た
め
、
警
察
は
二
七
年
五
月
の

「
皇
居
前
メ
ー
デ
ー
事
件
」
以
来
一
六
年
振
り
に
騒

擾
じ
ょ
う

罪
を
適
用
し
、多
数
の
関
係
者
を
逮
捕
し
ま
し
た

（「
新
宿
騒
擾

じ
ょ
う

事
件
」）。

　

こ
の
後
も
過
激
派
は
「
安
保
阻
止
」
を
掲
げ
て
、

「沖縄返還協定調印反対闘争」（昭和46年６月、東京）

「米軍王子野戦病院開設阻止闘争」（昭和43年２月～４月、東京）
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街
頭
で
の
武
装
闘
争
に
明
け
暮
れ
、
警
察
部
隊
と
の

衝
突
を
繰
り
返
し
、
こ
の
間
双
方
に
多
数
の
負
傷
者

を
出
し
、
警
察
官
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
も
発
生
し
ま

し
た
が
、
四
六
年
一
一
月
の
「
渋
谷
暴
動
事
件
」
と

「
日
比
谷
暴
動
事
件
」
で
、
約
二
、
○
○
○
人
も
の

活
動
家
が
逮
捕
さ
れ
、
闘
争
は
ひ
と
ま
ず
終
息
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
闘
争
の
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、

過
激
派
は
学
生
運
動
へ
の
介
入
を
強
め
、
全
国
の
大

学
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
や
バ
リ
ケ
ー
ド
に
よ
る
封
鎖

が
横
行
し
、
大
学
は
正
常
な
授
業
が
で
き
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
元
来
学
生
運
動
は
、
学
費

値
上
げ
に
伴
い
大
学
側
の
経
営
姿
勢
を
問
い
た
だ
す

な
ど
の
目
的
で
一
般
学
生
の
間
で
自
然
発
生
的
に
生

ま
れ
た
活
動
で
し
た
が
、
こ
れ
に

過
激
派
が
介
入
し
、
次
第
に
暴
力

的
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た
と
い
う

事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

四
四
年
一
月
に
は
、
東
大
構
内

に
立
て
こ
も
る
過
激
派
を
警
察
部

隊
が
排
除
し
た
「
東
大
封
鎖
解
除

事
件
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
事
態
に
反
発
し
た
世
論
の
後

押
し
も
あ
り
、
八
月
に
は
「
大
学

の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」

が
成
立
・
施
行
さ
れ
、
全
国
の
大

学
も
正
常
化
に
向
か
い
ま
し
た
。

３ 
過
激
派
の
軍
事
路
線
化

一　
武
装
し
凶
悪
化
し
た
過
激
派

　

過
激
派
は
、「
七
〇
年
安
保
闘
争
」
を
通
じ
て
多

く
の
検
挙
者
を
出
し
た
こ
と
や
、
こ
れ
に
対
す
る
世

論
の
批
判
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
よ

う
に
大
量
の
活
動
家
を
街
頭
に
動
員
し
、
大
衆
を
巻

き
込
ん
で
武
装
闘
争
を
展
開
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
部
で
も
、
闘
争
方
針
や
指
導

責
任
を
め
ぐ
る
対
立
が
生
じ
、
分
裂
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。　

　

こ
う
し
た
中
で
、共
産
同
の
中
か
ら
、最
も
過
激
な

闘
争
方
針
を
主
張
す
る
集
団
が
分
裂
し
、
昭
和
四
四

年
九
月
に
赤
軍
派
を
結
成
し
ま
し
た
。
赤
軍
派
は
、

警
察
施
設
を
襲
撃
す
る
な
ど
過
激
な
闘
争
を
繰
り
返

し
、
同
年
一
一
月
に
は
、
総
理
官
邸
を
襲
撃
、
占
拠

す
る
目
的
で
、
ナ
イ
フ
や
爆
弾
を
用
意
し
て
軍
事
訓

練
中
の
活
動
家
約
五
〇
人
が
検
挙
さ
れ
ま
し
た（「
大

菩
薩
峠
事
件
」）。

早稲田大学の封鎖解除のため構内に入る機動隊
（昭和44年９月３日、東京）（読売）

「あさま山荘事件」（昭和47年２月19日～ 28日、長野）
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一
方
、
親
中
共
派
系
の
日
本
共
産
党
革
命
左
派
神

奈
川
県
委
員
会
も
過
激
な
軍
事
路
線
を
採
り
、
警
察

施
設
の
襲
撃
等
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
同
委
員
会
と

赤
軍
派
は
連
携
を
深
め
、
四
六
年
七
月
に
は
軍
事
組

織
を
統
合
し
、
連
合
赤
軍
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
合
赤
軍
は
、
四
七
年
二
月
、
警
察
部
隊
に

追
い
つ
め
ら
れ
、
人
質
を
取
っ
て
長
野
県
軽
井
沢
の

「
あ
さ
ま
山
荘
」
に
立
て
こ
も
り
ま
し
た
。
一
〇
日

間
に
わ
た
り
、
ラ
イ
フ
ル
銃
や
爆
弾
等
で
激
し
く
抵

抗
し
、警
察
官
二
人
が
殉
職
す
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、

犯
人
五
人
は
全
員
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
取
調
べ
で
、
連
合
赤
軍
が
、
結
成
直
後

及
び
山
岳
ア
ジ
ト
を
転
々
と
す
る
間
に
「
総
括
」
に

名
を
借
り
て
、
一
二
人
の
仲
間
を
殺
害
し
た
「
大
量

リ
ン
チ
殺
害
事
件
」（
四
六
年
一
二
月
か
ら
四
七
年
二

月
）
が
明
ら
か
と
な
り
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
赤
軍
派
は
、
北
朝
鮮
に
革
命
の
拠
点
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
四
五
年
三
月
に
「
よ
ど
号

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
続

い
て
四
六
年
二
月
に
は
同
様
の
目
的
で
中
東
へ
活
動

家
を
送
り
出
し
、
こ
れ
が
日
本
赤
軍
の
母
体
と
な
り

ま
し
た
。

二　
一
般
市
民
を
巻
き
込
む
無
差
別
な
爆
弾
闘
争
に

走
っ
た
過
激
派

　

連
合
赤
軍
等
の
軍
事
路
線
は
、
世
論
に
は
到
底
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
が
、
過
激
派
内
部
に

は
次
第
に
浸
透
し
、
中
に
は
軍
事
路
線
を
採
り
、
専

門
の
部
隊
を
編
成
し
て
爆
弾
製
造
等
に
踏
み
切
る
セ

ク
ト
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
四
年
か
ら
四
五
年
こ
ろ
に
か
け
て
の
爆

弾
は
、
ま
だ
初
期
段
階
で
威
力
も
弱
か
っ
た
の
で
す

が
、
次
第
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
等
が
用
い
ら
れ
よ
う
に

な
り
、
四
六
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
は
、
警
察
施

設
や
、
官
公
庁
、
一
般
企
業
等
に
対
す
る
爆
弾
事
件

が
多
発
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
四
九
年
八
月
の
「
三
菱
重
工
ビ
ル
爆

破
事
件
」
は
、
通
行
人
ら
八
人
が
死
亡
、
三
八
〇
人

が
負
傷
す
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
既
存
の
過
激
派
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
（
い
わ
ゆ
る
黒
ヘ
ル
グ

ル
ー
プ
）
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
が
、
警
察

に
よ
る
摘
発
、
逮
捕
等
に
よ
り
、
同
グ
ル
ー
プ
は
壊

滅
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
核
派
は
、
五
〇
年
九
月
に
、
横
須
賀
市

内
で
製
造
中
の
爆
弾
を
誤
爆
さ
せ
、
ア
パ
ー
ト
一
棟

が
全
壊
し
、
活
動
家
三
人
と
巻
き
添
え
の
市
民
二
人

が
死
亡
す
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た（「
横
須
賀

市
緑
荘
爆
発
事
件
」）。

　

同
派
は
、
こ
の
事
件
の
後
、
一
時
爆
弾
闘
争
を
中

断
し
ま
し
た
が
、
六
〇
年
一
月
か
ら
再
開
し
、
小
型

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
跡
形
も
な
く
大
破
さ
せ
る
威
力
を

「横須賀市緑荘爆発事件」（昭和50年９月４日、神奈川）



20

第二章　警備情勢の推移

21

第二章　警備情勢の推移

持
つ
「
圧
力
釜
爆
弾
」
や
飛
距
離
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
迫
撃
弾
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

革
労
協
も
、
六
三
年
三
月
に
爆
弾
を
使
用
し
て
以

降
、
凶
悪
な
爆
弾
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
激
派
は
、
爆
弾
の
ほ
か
、
時
限
式
発
火
装

置
を
開
発
し
、
放
火
事
件
も
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
と
そ
れ
に
伴
う
今
上
天

皇
の
御
即
位
が
あ
っ
た
平
成
元
年
か
ら
二
年
に
か
け

て
、過
激
派
は
「
九
〇
年
天
皇
決
戦
」
を
主
張
し
て
、

か
つ
て
な
い
規
模
で
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引

き
起
こ
し
、
二
年
中
に
は
全
国
で
一
四
三
件
も
発
生

し
ま
し
た
。

　

過
激
派
の
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
で
は
、
警
察

官
は
も
と
よ
り
、
民
間
人
か
ら
も
死
者
を
含
む
犠
牲

者
が
多
数
出
て
お
り
、
警
察
で
は
、
強
力
に
捜
査
を

推
進
し
て
、
犯
人
検
挙
と
未
然
防
止
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

４ 

凄せ
い

惨
な
「
内
ゲ
バ
」

　
「
内
ゲ
バ
」
と
は
「
内
部
の
ゲ
バ
ル
ト
（
ド
イ
ツ

語
で
暴
力
の
意
味
）」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
派
の
正
当

性
を
主
張
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
三
六
年
こ
ろ
か
ら
、
主
と
し
て
全
学
連
の
主

導
権
争
い
を
め
ぐ
り
、
集
団
で
旗
竿ざ

お

、
角
材
等
を
使

用
し
て
殴
り
合
う
形
で
始
ま
り
、
当
初
は
、
学
生
の

集
団
同
士
が
大
学
内
で
衝
突
す
る
と
い
う
形
態
で
し

た
。
そ
れ
が
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
学
生
の
み

な
ら
ず
、
労
働
者
活
動
家
も
加
わ
り
、
武
器
も
鉄
パ

イ
プ
や
斧
等
と
な
り
、
攻
撃
対
象
を
あ
ら
か
じ
め
選

定
し
て
自
宅
や
路
上
で
襲
う
な
ど
、
殺
害
を
企
図
し

て
計
画
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

革
マ
ル
派
は
、
中
核
派
と
革
労
協
の
両
派
と
の
間

で
そ
れ
ぞ
れ
凶
悪
な
「
内
ゲ
バ
」
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
状
態
の
決
着
を
一
挙
に
図
ろ
う
と

し
、
五
〇
年
三
月
に
中
核
派
書
記
長
を
、
五
二
年
二

月
に
は
革
労
協
書
記
長
を
そ
れ
ぞ
れ
「
内
ゲ
バ
」
で

殺
害
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
か
え
っ
て
両

派
の
強
力
な
反
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
泥
沼
化

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
内
ゲ
バ
」
の
被
害
者
は
死
者
だ

け
で
も
一
〇
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
革
労
協
は
平
成
一
一
年
五
月
に
主
流
派
と

反
主
流
派
に
分
裂
し
、
そ
の
後
、
両
者
の
間
で
死
者

を
伴
う
「
内
内
ゲ
バ
」
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

５ 

成
田
闘
争

　

昭
和
四
一
年
七
月
、新
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
成

田
空
港
」
と
い
う
。）
の
建
設
予
定
地
が
千
葉
県
成

田
市
三
里
塚
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地

元
農
民
を
中
心
に
し
て
「
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反

対
同
盟
」（
以
下
「
反
対
同
盟
」
と
い
う
。）
が
結
成

さ
れ
、空
港
建
設
反
対
運
動
（
い
わ
ゆ
る
成
田
闘
争
）

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
農
民
が
農
地
を
守

る
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
翌
四
二
年
九
月
に
過
激

派
が
介
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
成
田
闘
争
は
長
期
か

つ
過
激
な
闘
争
へ
と
転
化
し
ま
し
た
。

　

過
激
派
の
ね
ら
い
は
、成
田
空
港
を「
日
帝
の
海
外

侵
略
基
地
」、「
軍
事
空
港
」
等
と
と
ら
え
、「
七
○

年
安
保
闘
争
」
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
武
装
闘
争

「浦和市車両放火内ゲバ殺人事件」（昭和52年４月15日、埼玉）
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を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
成
田
を
「
革
命
の
砦
と
り
で

」
と

位
置
付
け
、
過
激
な
闘
争
を
展
開
し
、
我
が
国
を
革

命
情
勢
に
引
き
込
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

闘
争
に
介
入
し
た
過
激
派
は
、
現
地
に
団
結
小
屋

を
建
設
し
、「
援え

ん

農の
う

」
名
目
で
反
対
同
盟
の
取
り
込

み
を
図
り
な
が
ら
、
次
第
に
反
対
闘
争
の
主
役
を
演

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
六
年
二
月

の
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
代
執
行
阻
止
闘
争
や
五
三

年
三
月
の
開
港
阻
止
闘
争
、
六
○
年
一
〇
月
の
二
期

工
事
阻
止
闘
争
等
の
過
程
で
、
大
量
の
火
炎
び
ん
や

石
塊
を
警
察
部
隊
に
投
げ
込
ん
だ
り
、
竹
槍
、
鉄
パ

イ
プ
等
を
使
用
し
た
大
規
模
な
武
装
闘
争
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、四
六
年
九
月
の
第
二
次
代
執
行
時
に
は
、

藪
の
中
に
潜
ん
で
い
た
過
激
派
等
が
、
警
備
中
の
機

動
隊
員
を
襲
撃
し
て
三
人
を
殺
害
し
た
「
東
峰
十
字

路
警
察
官
殺
害
事
件
」
を
始
め
、
開
港
目
前
の
五
三

年
三
月
に
は
、
過
激
派
が
管
制
塔
に
乱
入
し
て
管
制

機
器
類
を
破
壊
し
た
「
新
東
京
国
際
空
港
管
制
塔
乱

入
事
件
」
等
、
数
多
く
の
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件

等
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
暴
挙
の
矛
先
を
民
間
人
に
も
向
け
、
五
八

年
六
月
に
は
、
空
港
建
設
に
携
わ
る
企
業
の
作
業
員

宿
舎
に
放
火
し
て
作
業
員
二
人
を
殺
害
し
た
の
を
始

め
、
六
三
年
九
月
に
は
千
葉
県
収
用
委
員
会
会
長
を

帰
宅
途
中
に
待
ち
伏
せ
、
鉄
パ
イ
プ
等
で
め
っ
た
打

ち
に
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
過

激
派
の
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
に
よ
り
、
民
間
人
等
六

人
、
警
察
官
四
人
が
殺
害
さ
れ
た
ほ
か
、
多
く
の
人

が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

過
激
派
は
、最
近
で
も
、千
葉
県
や
空
港
公
団
（
現

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
）
関
係
者
等
の
自
宅
や
空

港
へ
乗
り
入
れ
て
い
る
電
車
を
ね
ら
い
、
時
限
式
発

火
装
置
を
仕
掛
け
て
放
火
す
る
な
ど
の
凶
悪
な
「
テ

ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

成
田
空
港
は
、
平
成
一
六
年
四
月
に
民
営
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
二
本
目
の
滑
走
路
（
平
行
滑
走
路
）
用

地
内
に
反
対
同
盟
員
が
所
有
す
る
未
買
収
地
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
同
滑
走
路
は
い
ま
だ
完
成
し
て
お
ら

ず
、
本
来
の
計
画
よ
り
短
い
距
離
の
滑
走
路
で
暫
定

的
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
激
派
は
、「
成
田
空
港
廃
港
の
そ
の
日
ま
で
革
命

的
ゲ
リ
ラ
戦
を
さ
ら
に
激
烈
に
戦
取
す
る
こ
と
を
宣

言
す
る
」
と
主
張
し
て
お
り
、
成
田
空
港
の
民
営
化

後
も
、
従
来
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

千
葉
県
や
空
港
会
社
関
係
者
、
空
港
関
連
施
設
等
を

ね
ら
っ
た
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

６ 

特
異
な
路
線
を
採
る

 　
革
マ
ル
派

　

革
マ
ル
派
は
、過
激
派
の
中
で
も
最
大
級
の
約
五
、

〇
〇
〇
人
の
活
動
家
を
擁
し
て
い
ま
す
が
、
極
め
て

特
異
な
セ
ク
ト
で
す
。

　

革
マ
ル
派
は
、
昭
和
五
○
年
代
こ
ろ
ま
で
陰
湿
な

「成田現地闘争」（昭和60年10月20日、千葉）
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「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
次
々
に
引
き
起
こ
し
ま

し
た
が
、
最
近
は
、
表
面
上
は
暴
力
性
、
党
派
性
を

隠
し
て
、
組
織
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
Ｊ
Ｒ
総
連
や

Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
始
め
と
す
る
基
幹
産
業
の
労
働
組
合

や
各
界
各
層
へ
の
浸
透
を
図
る
戦
術
を
採
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
同
派
は
、
街
頭
で
の
集
会
、
デ
モ
の
際
に

も
、
セ
ク
ト
名
を
出
さ
ず
実
行
委
員
会
形
式
に
よ

り
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
り
、
参
加
者
同
士
が
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
使
用
す
る
な
ど
閉
鎖
性
、
秘
匿
性
が
強
い

ほ
か
、
他
党
派
と
共
闘
す
る
こ
と
も
な
く
排
他
性
が

強
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

同
派
は
、「
内
ゲ
バ
」
で
中
核
派
と
革
労
協
の
最

高
幹
部
を
殺
害
し
た
後
、「
勝
利
宣
言
」
を
出
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
も
両
派
か
ら
の
「
内
ゲ

バ
」
を
受
け
続
け
た
た
め
、「
権
力
謀
略
論
」
を
唱

え
始
め
ま
し
た
。つ
ま
り
、革
マ
ル
派
に
よ
っ
て
壊
滅

さ
せ
ら
れ
た
中
核
派
や
革
労
協
は
、「
内
ゲ
バ
」
を

行
う
力
量
は
な
く
、
実
際
は
、
警
察
等
の
国
家
権
力

が
革
マ
ル
派
の
活
動
家
を
襲
撃
し
て
い
る
と
い
う
荒こ

う

唐と
う

無む

稽け
い

な
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、「
神
戸
市
須
磨
区
小
学
生
殺
人

等
事
件
」（
以
下
「
神
戸
事
件
」
と
い
う
。）、「
イ
ラ 「神戸事件」被疑少年両親宅に設置されていた盗聴器

ク
に
お
け
る
外
務
省
職
員
殺
害
事
件
」（
平
成
一
五
年

一
一
月
）
等
の
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
事
件
も
、
国

家
権
力
や
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
謀
略
で
あ
る

と
主
張
す
る
な
ど
、特
異
な
主
張
を
強
め
て
い
ま
す
。

特
に
、「
神
戸
事
件
」
に
関
し
て
は
、
自
派
の
主
張

を
裏
付
け
る
た
め
、
被
疑
少
年
の
供
述
調
書
を
盗
み

出
し
た
り
、
両
親
宅
の
盗
聴
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
派
が
「
権
力
謀
略
論
」
に
こ
だ
わ
る
背
景
に
は
、

反
権
力
意
識
の
高
揚
や
組
織
の
引
き
締
め
等
の
目
的

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

７ 

新
た
な
道
を
模
索

　

 

す
る
過
激
派

　

元
号
も
平
成
に
改
ま
り
、
平
成
二
年
に
は
ソ
連
が

崩
壊
し
、
他
の
社
会
主
義
諸
国
で
も
民
主
化
の
流
れ

が
強
ま
る
な
ど
、
国
際
社
会
も
激
動
の
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
過
激
派
は
、
こ
れ
ま
で
の
暴
力
に

よ
る
共
産
主
義
革
命
を
前
面
に
出
し
た
取
組
み
で
は

幅
広
い
大
衆
の
共
感
を
得
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
組

織
名
称
や
機
関
紙
名
称
を
よ
り
ソ
フ
ト
な
も
の
に
改

め
た
り
、
環
境
や
人
権
問
題
へ
の
取
組
み
を
強
調
す

る
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
暴
力
性
、
党
派

性
を
隠
し
て
勢
力
の
拡
大
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　浦安アジトから押収された警察無線解読機器等（平成10年４月９日、千葉）




